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【手続補正書】
【提出日】平成27年5月11日(2015.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子メールに添付されたファイルにパスワードを設定する情報処理装置であって、
　ファイルが添付された電子メールを取得する電子メール取得手段と、
　電子メール毎に当該電子メールの送信元および送信先を示す情報を記憶するメールデー
タ記憶手段と、
　前記メールデータ記憶手段に記憶されたメールデータから、前記電子メール取得手段に
より取得された電子メールと同一の送信元であり、かつ同一の送信先への電子メールを検
索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された電子メールの添付ファイルに設定されるパスワードと同
一のパスワードを、前記電子メール取得手段により取得した電子メールの添付ファイルに
設定する設定手段と、
　を備えることを特徴とする情報処理装置。
【請求項２】
　前記メールデータ記憶手段は、さらに、電子メール毎に当該電子メールが送信された日
時を記憶することを特徴とし、
　前記情報処理装置は、さらに、
　前記同一のパスワードを設定するか否かを判断するための送信日時の時間差を記憶する
判断基準記憶手段と、
　を備え、
　前記設定手段は、前記電子メール取得手段により取得した電子メールの送信日時と、前
記検索手段により検索された電子メールの送信日時との時間差が、前記判断基準記憶手段
に記憶された時間差以内である場合、当該検索された電子メールの添付ファイルに設定さ
れるパスワードと同一のパスワードを、前記電子メール取得手段により取得した電子メー
ルの添付ファイルに設定することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記同一のパスワードを設定するか否かを判断するための送信日時の時間差の設定を受
け付ける設定受付手段をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の情報処理装置。
【請求項４】
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　前記電子メール取得手段により取得された電子メールの添付ファイルに、前記検索手段
により検索された電子メールの添付ファイルと同一のパスワードを設定するか否かの指示
を受け付ける指示受付手段をさらに備え、
　前記設定手段は、前記指示受付手段により同一のパスワードを設定すると指示された場
合、前記電子メール取得手段により取得された電子メールの添付ファイルに、前記検索手
段により検索された電子メールの添付ファイルに設定されるパスワードと同一のパスワー
ドを設定することを特徴とする請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記検索手段により検索された電子メールのうち、いずれの電子メールに添付されたフ
ァイルと同一のパスワードを設定するかの選択を受け付ける選択受付手段をさらに備え、
　前記設定手段は、前記電子メール取得手段により取得された電子メールの添付ファイル
に、前記選択受付手段により選択された電子メールの添付ファイルと同一のパスワードを
設定することを特徴とする請求項４に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記設定手段により設定されたパスワードを、当該パスワードが設定されたファイルの
送信者に対して通知するパスワード通知手段をさらに備えることを特徴とする請求項１乃
至５のいずれか１項に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　電子メール毎に当該電子メールの送信元および送信先を示す情報を記憶し、電子メール
に添付されたファイルにパスワードを設定する情報処理装置における情報処理方法であっ
て、
　前記情報処理装置の電子メール取得手段が、ファイルが添付された電子メールを取得す
る電子メール取得工程と、
　前記情報処理装置の検索手段が、前記記憶されたメールデータから、前記電子メール取
得工程により取得された電子メールと同一の送信元であり、かつ同一の送信先への電子メ
ールを検索する検索工程と、
　前記情報処理装置の設定手段が、前記検索工程により検索された電子メールの添付ファ
イルに設定されるパスワードと同一のパスワードを、前記電子メール取得工程により取得
した電子メールの添付ファイルに設定する設定工程と、
　を備えることを特徴とする情報処理方法。
【請求項８】
　電子メール毎に当該電子メールの送信元および送信先を示す情報を記憶し、電子メール
に添付されたファイルにパスワードを設定する情報処理装置において実行可能なプログラ
ムであって、
　前記情報処理装置を、
　ファイルが添付された電子メールを取得する電子メール取得手段と、
　前記メールデータ記憶手段に記憶されたメールデータから、前記電子メール取得手段に
より取得された電子メールと同一の送信元であり、かつ同一の送信先への電子メールを検
索する検索手段と、
　前記検索手段により検索された電子メールの添付ファイルに設定されるパスワードと同
一のパスワードを、前記電子メール取得手段により取得した電子メールの添付ファイルに
設定する設定手段として機能させることを特徴とするプログラム。
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